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奈
良
絵
本
『
新
曲
』
挿
絵
の
制
作
過
程
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子
＊
全
学
共
通
教
育　

教
授　

日
本
・
東
洋
美
術
史

き
『
源
氏
小
鏡
』
挿
絵
二
件
の
図
様
を
参
照
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
『
新
曲
』
挿
絵
が

ど
の
よ
う
に
制
作
さ
れ
た
か
、
そ
の
過
程
を
考
察
し
た
い
。

一　
『
新
曲
』
と
そ
の
内
容

　
『
新
曲
』
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
始
め
に
か
け
て
流
行
し
た
幸
若
舞
の
中

の
一
曲
で
あ
る
。
幸
若
舞
の
各
曲
の
歌
詞
は
『
舞
の
本
』
と
呼
ば
れ
て
、
写
本
や
版

本
と
し
て
流
通
し
、
さ
ら
に
挿
絵
も
付
け
ら
れ
て
読
み
物
と
し
て
享
受
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
江
戸
前
期
に
多
く
制
作
さ
れ
た
奈
良
絵
本
や
絵
巻
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
幸
若
舞
の
三
十
六
曲
四
十
七
冊
か
ら
な
る
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
所
蔵
の

『
舞
の
本
』
や
、
明
星
本
『
新
曲
』
な
ど
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。

　
『
新
曲
』
と
い
う
呼
称
は
、
最
後
に
追
加
さ
れ
た
曲
で
あ
る
こ
と
と
、
幸
若
舞
の

他
の
曲
が
古
伝
説
以
外
で
は
源
平
合
戦
や
源
義
経
、
曽
我
兄
弟
等
の
平
安
末
期
か
ら

鎌
倉
初
期
の
物
語
で
あ
る
の
に
対
し
、
よ
り
新
し
い
『
太
平
記
』
中
の
物
語
を
主
題

と
す
る
こ
と
に
拠
る
。
主
人
公
の
宮
と
は
後
醍
醐
天
皇
の
一
宮
（
尊
良
親
王
）
で
あ

り
、
物
語
は
『
太
平
記
』
巻
第
十
八
「
春
宮
還
御
事
付
一
宮
御
息
所
事
」
に
基
づ
い

た
、
以
下
の
内
容
で
あ
る
。

　

鎌
倉
幕
府
の
意
向
で
皇
太
子
に
な
れ
な
か
っ
た
一
宮
は
詩
歌
に
明
け
暮
れ
、
絵え

あ

合わ
せ

の
会
で
見
た
源
氏
絵
中
の
女
に
心
を
引
か
れ
る
。
そ
の
絵
に
そ
っ
く
り
の
女
を
垣
間

見
て
恋
し
、
歌
会
に
事
寄
せ
て
女
に
迫
る
が
、
女
は
靡
か
ず
虚
し
く
帰
る
。
つ
い
に

宮
は
女
を
得
て
御
息
所
と
す
る
が
、
元
弘
の
乱
に
関
わ
っ
て
土
佐
に
流
さ
れ
る
。
宮

は
京
に
残
る
女
を
迎
え
に
秦

は
だ
の

武た
け

文ぶ
ん

を
遣
わ
す
。
船
を
待
つ
女
を
見
た
松ま
つ
ら浦

五
郎
が
一

目
惚
れ
し
、
女
を
奪
お
う
と
宿
を
襲
う
の
で
、
武
文
は
一
人
で
応
戦
す
る
が
、
女
を

逃
が
そ
う
と
誤
っ
て
五
郎
の
船
に
乗
せ
て
し
ま
う
。（
上
巻
）

　

女
を
乗
せ
て
五
郎
の
船
が
出
る
の
で
、
武
文
は
小
舟
で
追
う
が
叶
わ
ず
、
龍
神
と

奈
良
絵
本 

『
新
曲
』
挿
絵
の
制
作
過
程
を
考
え
る

　

―
　

明
星
大
学
本
と
諸
本
お
よ
び
『
源
氏
小
鏡
』
を
比
較
し
て
　

―
　

 
山
本
陽
子＊

　

明
星
大
学
図
書
館
に
は
、
近
世
の
奈
良
絵
本
『
新
曲
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
平

成
二
〇
年
に
そ
の
詞
書
と
挿
絵
の
全
写
真
図
版
が
、「
明
星
大
学　

絵
本
・
絵
巻
の

世
界
」
の
一
本
と
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
公
）
1
（

開
さ
れ
た
。
こ
れ
に
付
す
形
で
柴
田
雅
生
と

論
者
山
本
陽
子
は
書
誌
・
釈
文
・
解
説
、
図
版
解
説
を
作
成
し
た
。
書
誌
と
挿
絵
に

つ
い
て
は
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
を
、
明
星
大
学
平
成
二
二
年
度
特
別
研
究
費
（
共
同

研
究
助
成
費
）
研
究
成
果
報
告
書
に
掲
載

）
3
）（
2
（

し
た
。

　

こ
の
明
星
本
『
新
曲
』
の
挿
絵
に
つ
い
て
論
者
が
解
説
を
書
い
た
時
点
で
は
、
他

本
の
情
報
を
充
分
に
得
ら
れ
ず
、
挿
絵
図
様
の
比
較
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
や
書
籍
で
公
開
さ
れ
た
図
版
に
よ
っ
て
、
他
本
と
図
様

を
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
他
の
『
新
曲
』
挿
絵
と

の
選
択
場
面
と
図
様
の
比
較
を
行
い
、
さ
ら
に
明
星
本
と
同
一
絵
師
に
拠
る
と
思
し



図 1　国立公文書館所蔵　寛永整
版本『しんきよく』第 6図

図 2　国立国会図書館所蔵　寛文七年　松
會版『しんきよく』第 6図 36

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

下
、
寛
文
版
本
）
上
下
巻
を
合
冊　

国
立
国
会
図
書
館
所
）
6
（

蔵　

挿
絵
は
十
一
図
で
、

見
開
き
の
挿
絵
が
三
図
含
ま
れ
る
。（
図
2
）

　

同
じ
く
版
本
で
あ
る
が
、
寛
永
版
本
と
は
雲
の
形
状
や
障
子
絵
や
衣
の
文
様
等
の

細
部
が
相
違
す
る
の
で
、
覆
刻
版
で
は
な
い
。
束
帯
な
ど
の
宮
廷
装
束
、
海
波
や
草

木
の
描
き
方
は
寛
永
版
本
よ
り
手
慣
れ
て
い
る
。
人
物
の
表
情
も
寛
永
版
本
よ
り
お

お
ら
か
で
上
品
で
あ
る
が
、
戦
闘
場
面
の
武
文
の
み
は
目
を
怒
ら
せ
、
金
平
本
に
近

い
顔
立
ち
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
と
に
黒
雲
や
眷
属
と
と
も
に
武
文
の
怨
霊
が
出
現

蔵
）
5
（
本　

挿
絵
は
十
一
図
で
い
ず
れ
も
片
面
で
あ

る
。（
図
1
）

　

画
面
の
中
で
人
物
は
小
さ
め
に
描
か
れ
、
顔

は
体
に
比
べ
て
小
さ
く
や
や
細
長
い
。
表
情
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
顔
立
ち
に
貴
人
の
宮
や
女
と
、

武
者
の
武
文
と
の
差
は
見
ら
れ
な
い
。
絵
の
上

下
に
雲
形
と
、
稀
に
す
や
り
霞
を
描
き
、
空
や

雲
形
の
中
に
、
西
洋
の
銅
版
画
の
如
く
細
い
横

線
を
引
き
重
ね
て
中
間
色
を
表
現
し
て
い
る
。

②
『
し
ん
き
よ
く
』
寛
文
七
年　

松
會
版
（
以

　
『
新
曲
』
の
挿
絵
が
入
っ
た
絵

入
本
・
絵
巻
で
、
現
在
、
挿
絵
の

全
図
が
確
認
で
き
る
作
例
は
、
以

下
の
五
本
で
あ
）
4
（
る
。

①
『
し
ん
き
よ
く
』
寛
永
整
版
本

（
旧
刻
・
寛
永
九
年
）（
以
下
、
寛

永
版
本
と
略
す
）　

一
冊　

国
立

公
文
書
館
（
旧
内
閣
文
庫
）
所

な
っ
て
船
を
止
め
よ
う
と
腹
を
切
る
。
五
郎
の
船
は
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
女
の
衣
を

海
に
投
げ
る
が
、
渦
か
ら
出
ら
れ
な
い
。
波
上
に
武
文
の
怨
霊
が
現
れ
た
の
で
、
恐

れ
た
五
郎
は
女
を
小
舟
に
乗
せ
流
し
て
し
ま
う
。
女
は
淡
路
に
漂
着
し
、
海
人
た
ち

に
介
抱
さ
れ
る
。
宮
の
も
と
に
海
か
ら
拾
わ
れ
た
女
の
衣
が
届
き
、
宮
は
女
が
死
ん

だ
と
嘆
き
悲
し
む
。
鎌
倉
幕
府
が
滅
ん
で
宮
も
都
に
戻
り
、
風
の
便
り
に
女
が
生
き

て
い
る
と
聞
き
、
都
に
迎
え
て
再
会
す
る
。（
下
巻
）

　

し
か
し
『
太
平
記
』
が
、
金
ヶ
崎
城
の
戦
い
で
自
害
し
た
一
宮
の
首
の
葬
儀
に
始

ま
り
、
悲
し
ん
だ
御
息
所
の
病
死
に
終
わ
る
悲
劇
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
反
し
、

『
新
曲
』
で
は
元
弘
の
乱
で
宮
が
土
佐
に
流
さ
れ
た
こ
と
が
転
機
と
な
る
も
の
の
、

物
語
中
に
一
宮
の
戦
闘
場
面
は
な
い
。
戦
う
の
は
宮
の
流
刑
地
に
向
か
う
女
を
守
ろ

う
と
し
て
自
害
す
る
忠
臣
の
秦
武
文
の
み
で
、
結
末
は
二
人
の
再
会
の
場
面
で
め
で

た
く
終
わ
っ
て
い
る
。

　
『
新
曲
』
は
一
宮
の
恋
と
そ
の
行
方
が
主
題
で
あ
り
、『
太
平
記
』
と
は
全
く
異
な

る
趣
向
の
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
幸
若
舞
が
武
家
に
好
ま
れ
、
他
の
曲
が
歴

史
、
特
に
合
戦
か
ら
題
材
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
王
朝
風
の
恋

物
語
は
異
質
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

幸
若
舞
と
し
て
は
特
異
な
王
朝
趣
味
の
恋
愛
譚
の
た
め
か
、
対
象
と
な
る
出
来
事

の
年
代
の
新
し
さ
の
た
め
か
、
或
い
は
制
作
年
代
が
新
し
い
故
か
、
幸
若
舞
の
曲
の

中
で
も
『
新
曲
』
が
人
気
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
三
十
六
番
一
揃
い
と
し
て
誂

え
ら
れ
る
も
の
以
外
に
、
単
独
で
絵
巻
や
絵
本
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
は
、
ほ
と
ん

ど
な
い
。
明
星
本
も
、
幸
若
舞
曲
三
十
六
番
の
絵
本
一
揃
い
の
内
の
一
本
と
し
て
製

作
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
2
参
照
）。

二　

各
本
の
挿
絵
に
つ
い
て



図 3　井田架蔵書　奈良絵本『しんきょく』
第 6図

図 4　海の見える杜美術館所蔵　奈良絵本
『新曲』第 6図

図 5　明星大学図書館所蔵　奈良絵本
『新曲』第 10図37

奈
良
絵
本
『
新
曲
』
挿
絵
の
制
作
過
程
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子

す
る
場
面
は
迫
力
が
あ
り
、
寛
永
版
本
に
は
な
い
特
異
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

③
『
し
ん
き
ょ
く
』
江
戸
時
代
前
期　

奈
良
絵
本　

横
本
二
冊　

改
装
本　

工
藤
早

弓
『
奈
良
絵
本　

上
』（
京
都
書
院
刊
）
所
）
7
（
載
、
井
田
架
蔵
書
と
あ
る
も
の
。（
以
下
、

井
田
本
）
挿
絵
は
十
一
図
（
う
ち
一
図
破
損
あ
り
）、
画
面
は
全
て
横
長
で
あ
る
。

（
図
3
）

文
年
間
前
後
と
さ
れ
て
い
）
9
（
る
。
挿
絵
は
十
一
図
、
見
開
き
を
二
図
含
む
。（
図
4
）

　

挿
絵
は
、
衣
や
調
度
の
文
様
を
金
泥
で
描
き
地
面
に
金
泥
を
刷
く
よ
う
に
、
奈
良

絵
本
と
し
て
は
極
め
て
上
質
の
絵
具
を
用
い
、
丁
寧
に
細
密
に
描
き
込
ま
れ
る
。
貴

人
の
身
の
こ
な
し
や
装
束
は
手
慣
れ
て
描
か
れ
、
顔
は
お
っ
と
り
と
細
や
か
に
描
か

れ
、
上
下
瞼
の
間
に
瞳
が
点
じ
ら
れ
、
頰
に
は
紅
も
差
さ
れ
、
主
人
公
ら
は
丸
い
殿

上
眉
に
表
さ
れ
、
貴
人
と
武
士
、
海
人
で
は
、
肌
の
色
も
顔
立
ち
も
違
え
て
変
化
が

付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
武
文
や
松
浦
五
郎
の
顔
貌
も
、
さ
ほ
ど
荒
々
し
く
は
描

か
れ
な
い
。
調
度
や
牛
車
、
庭
の
草
花
も
細
や
か
に
描
か
れ
、
上
下
に
は
金
砂
子
を

蒔
い
た
す
や
り
霞
が
棚
引
い
て
い
る
。

⑤
『
新
曲
』
江
戸
時
代
前
期　

奈
良
絵
本　

縦
型
本
二
冊
（
表
紙
は
改
装
・
題
簽
な

し
）
明
星
大
学
図
書
館
所
蔵
（
以
下
、
明
星
本
）（
註
1
参
照
）
本
文
は
寛
永
版
本

『
し
ん
き
よ
く
』
と
ほ
ぼ
同
文
と
い
う
（
註
2
参
照
）。
挿
絵
は
十
三
図
あ
り
、
見
開

き
を
一
図
含
む
。（
図
5
）

　

絵
の
仕
上
げ
は
、
地
面
に
金
泥
を
刷
き
、
金
砂
子
を
蒔
い
た
す
や
り
霞
を
上
下
に

棚
引
か
せ
る
よ
う
に
、
奈
良
絵
本
と
し
て
豪
華
な
部
類
に
は
入
る
。
た
だ
し
海
の
見

え
る
杜
本
と
は
描
写
が
異
な
り
、
明
星
本
の
方
が
霞
の
金
砂
子
の
蒔
き
方
が
少
な
い

　

解
説
に
「
工
房
作
製
」
と
さ
れ
る
ご
と
く
、

描
か
れ
る
人
物
の
数
や
表
情
や
波
な
ど
の
要

素
は
最
小
限
に
省
略
さ
れ
て
い
る
。
上
下
に

は
雲
形
で
は
な
く
淡
青
色
の
す
や
り
霞
が
引

か
れ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
小
さ
な
雲
形
に
は

金
砂
子
が
蒔
か
れ
る
。
草
木
は
手
慣
れ
た
筆

で
、
自
在
に
空
間
を
埋
め
る
よ
う
に
描
か
れ

て
い
る
。

　

書
誌
（
註
7
参
照
）
に
拠
れ
ば
、
絵
の
裏

面
に
「
し
ん
き
ょ
く
一
」
の
よ
う
に
草
子
屋

の
書
き
込
み
と
覚
し
き
も
の
が
あ
る
が
、
上

の
三
図
裏
に
は
「
つ
る
の
さ
う
し
廿
」
と
あ

り
、
別
の
物
語
の
挿
絵
が
混
入
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

④
『
新
曲
』
奈
良
絵
本　

縦
型
本
二
冊　

海

の
見
え
る
杜
美
術
館
所
蔵
（
以
下
、
海
の
見

え
る
杜
本
）
游
焉
館
（
豊
後
府
内
藩
松
平

家
）
旧
蔵
の
奈
良
絵
本
『
舞
の
本
』
三
六
種

四
七
冊
の
一
部
）
8
（
で
、
一
連
の
『
舞
の
本
』
の

制
作
年
代
は
、
本
文
の
筆
跡
や
挿
絵
か
ら
寛
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

ま
れ
る
各
曲
の
挿
絵
の
数
と
選
択
さ
れ
た
場
面
、
構
図
を
対
照
し
て
表
と
し
、
考
察

を
行
っ
て
い
）
11
（
る
。
そ
こ
で
星
は
「
挿
絵
の
枚
数
・
場
面
・
構
図
の
ほ
と
ん
ど
が
、
寛

永
整
版
と
共
通
し
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
後
補
ら
し
き
三
曲
を
除
き
「
概
ね
寛
永
整

版
に
倣
っ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
」
と
見
る
。
そ
の
上
で
「
同
じ
構
図
で
あ
っ
て
も
、

左
右
が
反
転
し
て
い
た
り
、
人
物
の
位
置
が
違
っ
て
い
る
と
い
っ
た
相
違
点
は
見
受

け
ら
れ
た
」
と
し
、
そ
こ
に
「
斬
首
の
場
面
が
避
け
ら
れ
て
い
る
」「
寛
永
整
版
よ

り
本
文
に
忠
実
」
と
い
う
海
の
見
え
る
杜
本
の
傾
向
を
見
出
す
。
星
は
「
舞
の
本
絵

巻
」
と
海
の
見
え
る
杜
本
「
舞
の
本
絵
本
」
等
一
連
の
製
作
工
房
に
つ
い
て
、「
挿

絵
に
つ
い
て
は
寛
永
整
版
を
も
と
に
し
つ
つ
も
、
独
自
の
下
絵
を
起
こ
し
、
共
通
し

た
挿
絵
を
仕
上
げ
て
い
た
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

海
の
見
え
る
杜
本
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
言
説
は
、『
舞
の
本
』
の
中
で
も
や
や
特

殊
な
立
場
と
内
容
を
持
つ
『
新
曲
』
に
も
該
当
す
る
の
か
、
さ
ら
に
は
他
本
の
『
新

曲
』
挿
絵
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
か
。
寛
永
版
本
と
諸
本
の
関
係
で
は
、
ど
こ

が
版
本
に
倣
い
、
ど
の
部
分
に
は
独
自
性
が
見
ら
れ
る
の
か
、
対
象
を
『
新
曲
』
に

絞
っ
て
、
他
の
絵
入
本
の
『
新
曲
』
と
も
併
せ
、
挿
絵
の
図
様
を
比
較
し
た
い
。

　

そ
こ
で
①
の
寛
永
版
本
と
、
②
以
下
の
『
新
曲
』
諸
本
の
挿
絵
を
場
面
（
表
左
端

欄
の
数
字
）
ご
と
に
並
べ
て
、
構
図
や
絵
の
構
成
要
素
の
相
違
点
を
書
き
出
し
た
も

の
が
【
表
1
】「『
新
曲
』
挿
絵　

場
面
選
択
・
各
場
面
の
図
様
比
較
表
」
で
あ
る
。

ま
ず
、
⑤
の
明
星
本
以
外
の
そ
れ
ぞ
れ
の
挿
絵
を
、
①
の
寛
永
版
本
と
比
較
し
た
。

　

寛
永
版
本
と
同
様
に
木
版
で
あ
る
②
の
寛
文
版
本
は
、
場
面
選
択
も
構
図
も
基
本

的
に
は
寛
永
版
本
に
倣
い
、
従
者
や
侍
女
の
数
も
寛
永
版
本
に
近
い
。
し
か
し
寛
永

版
本
よ
り
人
物
描
写
が
巧
み
で
あ
る
た
め
か
、
い
ず
れ
の
場
面
で
も
人
物
は
寛
永
版

本
よ
り
大
き
め
に
表
さ
れ
、
表
情
は
豊
か
に
、
着
衣
の
文
様
は
よ
り
細
や
か
に
な
っ

て
い
る
。
構
図
は
似
な
が
ら
も
、
庭
の
植
木
や
障
子
や
屛
風
の
絵
と
い
っ
た
細
部
は
、

必
ず
し
も
寛
永
版
本
に
従
っ
て
い
な
い
。
垣
間
見
の
場
面
（
2
ｂ
）
で
女
が
置
き
残

よ
う
に
、
絵
具
の
質
や
仕
上
げ
の
丁
寧
さ
は
や
や
劣
る
。
顔
立
ち
は
細
面
で
、
引
目

鉤
鼻
で
は
な
く
上
瞼
と
下
瞼
の
間
に
瞳
が
、
男
性
に
は
小
鼻
も
描
か
れ
、
表
情
は
き

つ
め
で
頰
紅
が
入
り
、
口
は
し
ば
し
ば
小
さ
く
開
け
た
よ
う
に
描
か
れ
る
。
主
人
公

や
貴
族
と
、
武
文
や
従
者
達
と
で
は
、
肌
の
色
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。
体
部
に
比
し

て
、
頭
や
手
足
先
は
や
や
過
大
で
、
首
は
細
く
頭
は
俯
き
が
ち
で
あ
る
。
武
文
が
戦

う
場
面
で
は
鎧
武
者
が
数
名
描
か
れ
る
が
、
極
め
て
ぎ
こ
ち
な
い
。
そ
の
一
方
で
寝

殿
造
や
四
脚
門
、
築
地
塀
な
ど
の
建
築
物
、
船
や
牛
車
や
輿
等
は
的
確
で
あ
る
。
池

泉
の
水
際
の
描
き
方
に
癖
が
あ
る
。

三　

各
本
の
場
面
選
択
と
構
図
の
比
較

　

①
の
寛
永
版
本
『
し
ん
き
よ
く
』
が
含
ま
れ
る
、
十
行
寛
永
版
本
『
舞
の
本
』
は
、

麻
原
美
子
に
よ
れ
ば
「
最
も
大
量
に
印
刷
さ
れ
、
広
く
流
布
し
た
」
も
の
と
い
）
10
（
う
。

麻
原
は
さ
ら
に
、
内
外
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
一
連
の
「
舞
の
本
絵
巻
」（
た
だ
し

『
新
曲
』
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
）
に
つ
い
て
、「
本
文
は
板マ
マ

本
に
同
一
で
あ

る
が
、
絵
は
板
本
の
挿
絵
に
構
図
が
類
似
し
て
い
る
部
分
も
あ
れ
ば
、
違
う
場
面
も

あ
り
、
ま
た
板
本
に
な
い
場
面
の
絵
画
化
も
目
立
つ
」
と
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

一
方
、
石
川
透
は
寛
永
版
本
が
「
舞
の
本
絵
巻
」
や
海
の
見
え
る
杜
本
「
奈
良
絵

本　

舞
の
本
」
よ
り
前
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
こ
の
両
者
は
「
版
本
の

『
舞
の
本
』
を
写
し
た
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
に
な
る
。
近
年
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻

に
つ
い
て
は
従
来
論
じ
ら
れ
て
い
た
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
か
ら
版
本
が
誕
生
し
た
、

と
い
う
考
え
で
は
な
く
、
版
本
が
既
に
存
在
し
、
そ
の
豪
華
本
と
し
て
奈
良
絵
本
・

絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
例
が
多
く
指
摘
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
舞
の
本
』
に
つ
い

て
も
、
全
く
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
（
註
9
参
照
）。

　

ま
た
星
瑞
穂
は
、
寛
永
版
本
と
海
の
見
え
る
杜
本
そ
れ
ぞ
れ
の
『
舞
の
本
』
に
含



【表 1】『新曲』挿絵　場面選択・各場面の図様比較表	 太字は注目すべき相違点

場面内容 寛永版本 寛文版本
（奈良絵本）
井田本

（奈良絵本）
海の見える杜本

（奈良絵本）
明星大学図書館本

1
宮は絵合で源氏絵の
女に恋する

絵は紙 1枚
公卿 5（宮も含む）

【見開き】
絵は紙 2枚
公卿 5（宮も含む）

絵は紙 1枚
宮・公卿 2

絵は紙 2枚
公卿 3（宮も含む）
別室に童子 2

絵は扇 4面
公卿 5（宮も含む）
庭に従者 3

2a
宮は琵琶を弾く女を
垣間見恋する

【見開き】
琵琶を弾く女
宮は牛車内・庭に従者 5

琵琶を弾く女
庭に坐す宮・従者 1

2b
見られた女は琵琶を残
して退出する

室内に女無く琵琶のみ
庭に坐す宮

室内に女無く琴のみ
庭に坐す宮

室内に女無く琵琶のみ
庭に坐す宮

3
歌会後、短冊を見る女
を口説くが虚しく帰る

短冊と冊子を見る女と
帰る宮

冊子を見る女と
帰る宮

（別本の絵が混入か）
短冊
公卿・男 1・女房 3

構図が逆向き
短冊を見る女
室外に宮と従者 1

立姿の女
室外で見る宮と従者 1

4a 宮と女は結ばれる 室内で寄り添う宮と女 室内で寄り添う宮と女
室内で向かい合う宮と女
男 1・侍女 1

下寄り構図
迫る宮
扇で顔を隠す女

4b
宮は流罪となり女を置
いて京を離れる

泣く女・侍女 3
使者

5
宮は配所で女を呼ぶ
文を書く

手紙を書く宮
室内に武文・庭に従者 5

6
女は宮の文を武文から
受け取る

女・侍女 1室内御簾の
内縁側に武文

女・侍女 1室内
縁側に武文

女と侍女 1室内
縁側に武文・庭に従者 1

構図が逆向
琵琶を弾く女・侍女 2室内
庭に武文

構図が逆向
女・侍女 3室内
文を出す縁側の武文

7a
女を狙って宿を襲った
五郎と武文は戦う

【見開き】

五郎と戦う武文

門内で待ち構える武文
押し寄せる五郎と配下 6

7b
武文は背負った女を
誤って敵船に乗せる

背負った女を船に乗せ
ようとする武文

背負った女を船に
乗せようとする武文

構図が逆向
背負った女を船に乗せよ
うとする武文

【見開き】　敵船 3
背負った女を船に乗せよう
とする武文

8a
武文は小舟で追い、
敵船を扇で招く

遠くに帆を張る敵船
小舟上で扇で招く武文

【見開き】
帆を張る敵船・女・男多数
小舟から扇で招く武文

8b
敵船が逃げたので
舟上で武文は腹を切る

小舟上で腹を切る武文 小舟上で腹を切る武文 小舟上で腹を切る武文

9
海が荒れるので五郎は
女の衣を海に投げ込む

海に衣を投げ込む敵船
女と五郎ら 5

海に衣を投げ込む敵船
女と五郎ら 2

海に衣を投げ込む敵船
女と五郎ら 6

10
武文の怨霊が海上に
現れ海が荒れるので
女を海に流す

【見開き】
右に武文と従者 2黒雲
左に船と女と五郎ら 5

左側欠損
右に船と女と五郎ら 1

左に武文
右に敵船・女と五郎ら 5

11
島に流れ着いた女は
海人に介抱される

屋内に尼・女・侍女 1
外に海人 2・舟

屋内に尼・女
外に舟と舟人

屋内に女
外に海女 1

女が逆向
屋内に女・海人 2

構図が逆向
屋内に女・海人 3

12
漂着した衣を見て宮は
女は死んだと思い泣く

衣を前に泣く宮
縁側に従者 2

衣を前に泣く宮
屋内に従者 2

衣を前に泣く宮
縁側に侍女 1

文と衣を前に泣く宮
手前の板敷の室に従者 1

構図が逆向
衣を前に泣く宮、室内に従
者 2縁に従者 4庭に従者 1

13a
生存が判明した女へ
呼び戻しに使いが行く

女と童子
使者
侍女 2人

13b 女を迎えた宮の門前
門前
牛車 2台・板輿
従者 9童子 2

13c 都で宮と女は再会する
宮と女対面
酒・侍女 3

宮と女対面
酒肴・侍女 2

部屋の向き逆
宮と女対面
酒・侍女 3

39

奈
良
絵
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寛
永
版
本
と
以
後
の
挿
絵
の
制
作
過
程

　

明
星
本
を
除
く
四
本
の
場
面
数
は
十
一
で
あ
り
、
最
古
の
寛
永
版
本
と
等
し
い
。

ど
の
場
面
が
選
択
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
、
言
葉
で
要
約
し
て
分
類
し
た
と
こ
ろ
で

は
、
明
星
本
以
外
の
四
本
で
は
「
ほ
と
ん
ど
共
通
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
構

図
も
寛
永
版
本
と
同
一
場
面
が
選
択
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
限
っ
て
は
、
左
右
逆
向
き

と
な
る
例
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
近
似
す
る
。

　

こ
と
に
寛
永
版
本
の
、
絵
合
（
1
）
の
絵
が
絵
巻
や
冊
子
で
な
く
一
枚
絵
で
あ
る

こ
と
や
、
漂
着
し
た
女
を
介
抱
す
る
「
あ
ま
」
を
海
士
で
は
な
く
「
尼
」
と
誤
）
12
（
解
し

て
頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
尼
姿
の
女
を
描
く
（
11
）
と
い
う
特
徴
も
、
以
後
の
②
〜
④
の

挿
絵
に
受
け
継
が
れ
て
い
）
13
（
る
。
こ
れ
ら
の
挿
絵
の
絵
師
が
作
画
に
あ
た
っ
て
、
①
の

寛
永
版
本
を
見
な
か
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
石
川
が
言
う
よ

う
に
（
註
9
参
照
）、
寛
永
版
本
の
挿
絵
が
、
後
の
版
本
や
奈
良
絵
本
の
挿
絵
制
作

に
参
照
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
以
後
の
絵
師
た
ち
は
、
必
ず
し
も
寛
永
版
本
の
図
様
を
そ
の
ま
ま
模
倣
し

た
り
、
尊
重
し
た
り
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
例
え
ば
「
宮
が
女
を
垣
間
見
す
る
」
場

面
（
2
）
に
は
、
女
が
琵
琶
を
弾
い
て
い
る
絵
と
、
女
が
居
ず
琵
琶
の
み
が
置
か
れ

て
い
る
絵
の
二
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
を
物
語
の
筋
に
基
づ
い
て
女
が
琵
琶
を
弾
い
て

い
る
時
点
と
、
そ
の
後
で
人
の
気
配
に
気
付
き
琵
琶
を
残
し
て
隠
れ
て
し
ま
っ
た
時

点
と
い
う
よ
う
に
時
系
列
で
細
分
（【
表
1
】
左
端
欄
ａ
・
ｂ
・
ｃ
）
し
て
ゆ
く
と
、

『
新
曲
』
挿
絵
全
体
は
十
九
の
場
面
に
分
か
れ
る
。
特
に
物
語
の
山
場
と
言
う
べ
き

武
文
の
戦
闘
か
ら
怨
霊
と
し
て
出
現
に
至
る
箇
所
（
7
〜
10
）
で
、
②
〜
④
で
は
怨

霊
を
描
く
か
否
か
も
含
め
、
い
ず
れ
も
選
択
場
面
に
寛
永
版
本
と
の
相
違
点
が
あ
る
。

　

ま
た
、
各
本
の
挿
絵
の
構
成
要
素
に
お
い
て
も
、
寛
永
版
本
と
の
意
図
的
な
違
い

し
た
琵
琶
を
琴
に
描
き
変
え
た
の
は
、
本
文
内
容
か
ら
す
れ
ば
誤
り
で
、
寛
文
版
本

の
絵
師
の
勇
み
足
で
あ
ろ
う
。
寛
永
版
本
と
最
も
相
違
す
る
の
は
三
図
の
見
開
き
絵

で
、
こ
の
絵
師
の
得
意
と
す
る
公
卿
た
ち
の
寄
り
合
い
が
大
き
く
描
か
れ
（
1
）、

寛
永
版
本
の
図
様
に
武
者
の
戦
闘
場
面
（
7
ａ
）、
武
文
と
雷
神
の
怨
霊
が
付
加
さ

れ
て
い
る
。

　

奈
良
絵
本
で
あ
る
③
の
井
田
本
の
場
面
選
択
と
構
図
は
、
概
ね
①
の
寛
永
版
本
に

近
い
。
た
だ
し
、
武
文
が
女
を
船
に
乗
せ
る
場
面
の
構
図
（
7
ｂ
）
は
左
右
逆
で
、

ま
た
「
つ
る
の
さ
う
し
」
の
挿
絵
が
混
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
歌
会
の
場
面
（
3
）、

最
後
は
二
人
の
再
会
で
は
な
く
、
女
の
所
へ
迎
え
の
使
者
が
来
た
ら
し
き
場
面
（
13

ａ
）
で
あ
る
点
が
異
な
る
。
前
者
は
寛
永
版
本
で
選
択
さ
れ
た
場
面
と
は
異
な
る
が
、

歌
会
の
場
面
な
の
で
、
物
語
上
で
の
意
味
は
通
る
。
こ
の
混
入
が
草
子
屋
に
よ
る
意

図
的
な
代
用
か
否
か
は
、
判
ら
な
い
。
後
者
に
も
、
他
の
物
語
挿
絵
の
図
様
を
転
用

し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
工
房
に
よ
る
大
量
生
産
の
た
め
か
、
寛
文
版
本
に

あ
る
要
素
の
う
ち
、
従
者
や
敵
船
の
乗
客
の
よ
う
に
必
然
性
が
な
い
も
の
は
最
小
限

に
減
ら
さ
れ
、
障
子
絵
の
模
様
や
植
物
の
種
類
や
位
置
は
、
寛
永
版
本
と
は
無
関
係

に
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

　

注
文
制
作
ら
し
き
豪
華
本
で
あ
る
④
の
海
の
見
え
る
杜
本
も
、
場
面
数
は
寛
永
版

本
と
等
し
い
。
し
か
し
場
面
選
択
は
二
箇
所
（
2
ａ
・
8
ｂ
）
で
異
な
り
、
見
開
き

が
二
図
（
2
ａ
・
7
ｂ
）
あ
り
、
構
図
は
左
右
逆
（
3
・
6
）
や
下
寄
り
（
4
ａ
）

の
も
の
、
建
物
の
形
状
（
13
ｃ
）
や
女
の
向
き
（
11
）、
船
（
7
ｂ
）
や
絵
合
の
絵

（
1
）
な
ど
重
要
な
要
素
の
数
が
違
う
な
ど
、
版
本
と
肉
筆
本
の
差
、
極
め
て
手
の

込
ん
だ
作
例
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
も
、
総
て
の
挿
絵
に
寛
永
版
本
と

の
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。
意
図
的
に
寛
永
版
本
か
ら
変
容
し
よ
う
と
し
た
と
も
、
考

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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奈
良
絵
本
『
新
曲
』
挿
絵
の
制
作
過
程
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子

て
は
、
寛
永
版
本
そ
の
ま
ま
の
図
柄
で
描
く
こ
と
も
、
構
図
を
反
転
さ
せ
た
り
、
構

成
要
素
や
構
図
を
変
え
た
り
、
許
容
箇
所
の
範
囲
内
で
別
場
面
を
選
ん
だ
り
す
る
変

容
も
あ
り
得
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
は
手
描
き
の
絵
入
本
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
挿
入
箇
所
の
取
り
決

め
は
、
挿
絵
の
原
画
と
本
文
の
書
き
手
が
異
な
る
な
ら
ば
、
絵
入
り
版
本
の
制
作
に

お
い
て
も
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
寛
永
版
本
と
同
じ
挿
絵
数
で
、
近
似
し
た
場

面
選
択
と
部
分
的
に
似
た
図
柄
を
持
つ
②
の
寛
文
版
本
に
つ
い
て
も
、
当
て
は
ま
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
違
う
題
材
に
お
い
て
は
、
徒
然
草
版
本
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』
挿
絵
の

場
面
選
択
と
図
様
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
、
明
星
大
学
蔵
『
徒
然
草
』
絵
）
15
（
本
の

よ
う
な
例
も
あ
る
の
で
、
挿
絵
作
成
に
あ
た
っ
て
先
行
す
る
版
本
の
挿
絵
の
総
て
が
、

単
な
る
位
置
決
め
の
役
割
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
で
も
後
発
の
物

語
絵
本
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
挿
絵
数
や
場
面
選
択
の
箇
所
が
先
行
す
る
版
本
の
挿

絵
と
一
致
す
る
一
因
と
し
て
、
後
か
ら
貼
り
込
む
絵
の
内
容
と
挿
入
箇
所
を
取
り
決

め
る
局
面
で
、
先
行
す
る
版
本
の
挿
絵
が
草
子
屋
と
絵
師
の
目
安
と
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

五　

明
星
本
の
独
自
性
と
特
徴
的
な
絵

　

⑤
の
明
星
本
は
、
挿
絵
の
数
も
十
三
箇
所
と
寛
永
版
本
と
は
異
な
り
、
場
面
も
半

数
以
上
で
別
の
箇
所
が
選
ば
れ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
近
似
す
る
箇
所
で
も
、
ほ
と
ん

ど
の
構
図
が
異
な
っ
て
逆
向
き
で
あ
っ
た
り
、
重
要
な
要
素
と
な
る
絵
合
の
絵
が
扇

の
絵
と
な
っ
て
い
た
り
す
る
。
特
に
こ
の
物
語
の
見
せ
所
で
あ
る
は
ず
の
、
武
文
が

背
負
っ
た
女
を
船
に
乗
せ
よ
う
と
す
る
箇
所
と
、
宮
と
女
が
再
会
す
る
箇
所
が
な
い

こ
と
か
ら
、
明
星
本
の
制
作
で
は
寛
永
版
本
が
参
照
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

が
見
出
さ
れ
る
。
③
の
井
田
本
で
人
物
や
構
成
要
素
の
数
が
減
っ
て
い
る
理
由
が
省

力
化
に
あ
っ
た
に
し
て
も
、
②
の
寛
文
版
本
で
は
三
箇
所
を
見
開
き
に
し
て
、
自
ら

の
得
意
な
公
卿
達
の
姿
（
1
）
や
戦
闘
場
面
（
7
ａ
）、
武
文
と
雷
神
の
怨
霊
場
面

（
10
）
を
挿
入
し
、
④
の
海
の
見
え
る
杜
本
で
は
、
各
挿
絵
が
何
ら
か
の
形
で
寛
永

版
本
と
ど
こ
か
違
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
挿
絵
は
、
寛
永
版
本
の
挿
絵
を
参
照

し
て
い
る
も
の
な
が
ら
、
単
に
「
写
し
た
」
あ
る
い
は
「
倣
っ
た
」
と
は
言
い
切
れ

な
い
。

　

な
ら
ば
寛
永
版
本
と
②
〜
④
の
三
本
の
挿
絵
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の

か
。
こ
こ
で
は
、
既
存
の
寛
永
版
本
が
以
後
の
絵
入
本
の
制
作
過
程
に
お
い
て
、
草

子
屋
と
絵
師
の
間
で
挿
絵
の
挿
入
位
置
を
決
め
る
た
め
の
目
安
と
し
て
用
い
ら
れ
た

可
能
性
を
考
え
た
い
。

　

絵
入
本
の
本
文
と
挿
絵
は
、
別
人
に
よ
っ
て
別
々
に
作
ら
れ
る
。
挿
絵
は
制
作
後

に
本
文
中
の
空
白
頁
に
貼
り
込
ま
れ
る
の
で
、
適
切
な
箇
所
に
内
容
が
合
っ
た
挿
絵

を
貼
れ
る
よ
う
に
、
本
文
は
あ
ら
か
じ
め
挿
絵
分
の
空
白
を
残
し
て
書
い
て
お
か
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
手
順
は
、
③
の
井
田
本
の
絵
の
裏
面
に
「
し
ん

き
ょ
く
一
」「
し
ん
き
ょ
く
二
」
と
い
っ
た
、
貼
り
込
み
用
の
覚
え
書
き
ら
し
き
も

の
が
あ
る
こ
と
（
註
7
参
照
）
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
す
る
と
作
画
以
前
の
段
階

に
お
い
て
、
全
部
で
何
図
、
描
く
の
は
ど
の
場
面
と
ど
の
場
面
、
と
い
う
こ
と
を
決

め
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

寛
永
版
本
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
の
合
意
に
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
本
文
の

書
き
手
と
絵
師
の
双
方
が
「
大
量
に
印
刷
さ
れ
、
広
く
流
布
し
た
」（
註
10
参
照
）

寛
永
版
本
を
そ
れ
ぞ
れ
手
元
に
置
い
て
、
作
画
は
寛
永
版
本
の
挿
絵
の
枚
数
と
挿
入

箇
所
に
準
拠
し
、
本
文
筆
写
で
は
寛
永
版
本
と
同
じ
箇
所
に
挿
絵
を
貼
り
込
む
空
白

を
残
す
と
決
め
て
お
け
）
14
（

ば
、
挿
絵
が
本
文
の
内
容
と
さ
ほ
ど
懸
け
離
れ
た
位
置
に
貼

り
込
ま
れ
る
心
配
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
合
意
を
し
た
上
で
、
絵
師
と
情
況
に
よ
っ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

そ
こ
で
思
い
浮
か
ぶ
の
が
源
氏
絵
、『
新
曲
』
は
『
源
氏
物
語
』
を
下
敷
き
と
す
る

物
語
で
あ
っ
た
ゆ
え
で
あ
る
。
天
皇
の
長
子
な
が
ら
皇
太
子
に
な
れ
な
か
っ
た
一
宮

の
立
場
は
、
天
皇
の
愛
子
な
が
ら
臣
下
の
籍
に
降
り
た
光
源
氏
と
重
な
る
。『
新
曲
』

の
発
端
は
『
源
氏
物
語
』
に
由
来
す
る
絵え

あ

合わ
せ

の
会
で
あ
り
、
宮
は
そ
こ
で
『
源
氏
』

の
「
橋
姫
」
の
絵
の
女
に
心
引
か
れ
て
、
物
語
が
始
ま
る
。

　

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
以
下
の
展
開
に
も
『
源
氏
物
語
』
を
彷
彿
さ
せ
る
場
面

が
、
各
所
に
点
在
し
て
い
る
。
絵
と
「
少
し
も
違
は
ず
」
琵
琶
を
弾
く
女
を
宮
が
垣

間
見
し
て
恋
す
る
場
面
は
「
橋
姫
」
を
、
歌
会
の
夜
に
乗
じ
て
女
を
訪
れ
る
設
定
は

「
空
蟬
」
や
「
花
宴
」
を
、
土
佐
へ
流
さ
れ
た
宮
は
「
須
磨
」
を
思
わ
せ
る
。
珍
し

く
活
劇
場
面
の
松
浦
五
郎
の
船
が
女
を
乗
せ
て
出
港
す
る
箇
所
さ
え
、
大た

ゆ
う
の
げ
ん

夫
監
か
ら

逃
れ
よ
う
と
船
で
筑
紫
を
出
る
「
玉
鬘
」
と
重
な
る
。
漂
着
し
た
女
が
海
士
等
に
救

わ
れ
る
こ
と
は
―
寛
永
版
本
以
下
が
「
尼
が
介
抱
」
と
誤
読
し
て
描
い
た
よ
う
に
―

「
手
習
」
帖
を
連
想
さ
せ
る
。

　

明
星
本
『
新
曲
』
の
挿
絵
は
、
似
た
場
面
を
持
つ
源
氏
絵
の
各
帖
か
ら
、
図
様
を

借
り
る
こ
と
で
ほ
ぼ
成
立
し
得
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ら
ば
『
新
曲
』
の
絵
師
が
参

照
し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
源
氏
絵
で
あ
っ
た
の
か
。

　

手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
明
星
本
の
絵
師
の
描
き
癖
で
あ
る
。
明
星
本
（
図
6
）

の
人
物
は
、
特
徴
的
な
体
型
と
顔
貌
を
持
つ
。
体
に
比
し
て
頭
部
が
大
き
く
、
首
が

細
く
前
に
突
き
出
し
、
手
足
は
短
く
細
い
。
顔
は
細
面
で
、
目
は
上
下
の
瞼
と
瞳
や

小
鼻
ま
で
描
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
貴
人
も
横
顔
が
表
さ
れ
面
高
で
鼻
が
高
い
。
従

者
や
下
人
や
海
人
は
顔
色
を
淡
い
代
赭
や
浅
黒
く
す
る
こ
と
で
身
分
の
違
い
を
表
す

が
、
顔
貌
は
下
卑
ず
、
表
情
の
差
は
な
く
、
敵
を
追
う
武
文
も
松
浦
五
郎
も
凄
味
が

な
い
。

　

建
築
は
畳
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
障
子
に
は
余
白
を
多
く
取
っ
た
水
墨
画
が
描
か
れ

る
、
江
戸
初
期
の
数
寄
屋
風
寝
殿
）
16
（
造
と
し
て
表
さ
れ
る
。
塀
や
縁
の
板
に
は
片
暈ぼ
か

し

が
施
さ
れ
、
建
築
物
の
線
は
定
規
で
き
っ
ち
り
と
引
か
れ
る
。
荒
廃
し
た
は
ず
の
屋

敷
も
傷
ん
だ
状
況
は
描
か
れ
ず
、
配
所
や
海
人
の
家
も
藁
葺
な
が
ら
小
奇
麗
で
あ
る
。

水
紋
や
海
波
は
水
色
地
に
白
い
線
を
引
き
、
嵐
の
場
面
で
は
波
の
高
さ
を
変
え
、
渦

や
波
頭
も
描
か
れ
る
。
池
の
水
際
を
淡
緑
の
帯
の
よ
う
に
表
す
こ
と
も
特
徴
的
で
あ

る
。
上
下
に
霞
を
引
き
、
中
に
は
金
砂
子
を
散
ら
す
。

　

奈
良
絵
本
の
中
に
は
し
ば
し
ば
、
こ
の
よ
う
な
明
星
本
『
新
曲
』
の
人
物
や
背
景

と
共
通
し
た
特
徴
を
持
つ
作
例
が
見
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
同
一
工
房
の
、
恐
ら
く

同
じ
絵
師
の
手
に
よ
る
と
思
わ
れ
、
特
に
大
判
で
豪
華
な
作
り
の
王
朝
物
語
の
絵

入
）
17
（
本
を
主
と
し
て
い
る
。

六　

奈
良
絵
本
『
源
氏
小
鏡
』
と
絵
画
表
現
の
幅

　

そ
の
よ
う
な
近
似
す
る
画
風
の
挿
絵
に
よ
る
奈
良
絵
本
の
作
例
と
し
て
、
二
組
の

五
冊
本
『
源
氏
小
鏡
』
が
現
存
す
る
。
一
組
は
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
）
18
（

館
に
、
も
う

一
組
は
石
山
）
19
（

寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
源
氏
小
鏡
』
と
は
『
源
氏
物
語
』
の
梗
概

書
で
、
絵
入
本
で
は
、
各
帖
の
梗
概
ご
と
に
そ
の
帖
の
代
表
的
場
面
の
挿
絵
が
一
図

ず
つ
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
は
、
描
き
方
は
近
似
し
て
い
る
も
の
の
、
構
図

や
人
物
の
着
衣
の
色
や
向
き
や
数
な
ど
の
細
部
に
差
異
が
見
ら
れ
、
例
え
ば
似
た
図

ま
た
、
他
の
『
新
曲
』
挿
絵
と
で

は
場
面
選
択
や
構
図
の
共
通
点
は

さ
ら
に
少
な
く
、
接
点
も
見
出
せ

な
い
。

　

先
行
す
る
『
新
曲
』
の
挿
絵
で

な
い
と
す
れ
ば
、
明
星
本
の
挿
絵

は
何
を
参
照
し
て
描
か
れ
た
の
か
。
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奈
良
絵
本
『
新
曲
』
挿
絵
の
制
作
過
程
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子

本
『
源
氏
小
鏡
』
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
明
暦
三
年
版
と
奈
良
絵
本
各
帖
の
挿
絵
を
【
表
2
】「
明
暦
三
年

版
本
と
バ
イ
エ
ル
ン
図
書
館
本
、
三
井
寺
本
と
の
『
源
氏
小
鏡
』
各
場
面
の
図
様
の

相
違
」
で
比
較
す
る
と
、
場
面
選
択
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
三
箇
所
以
外
の
ほ
と
ん
ど

の
図
様
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
版
画
と
肉
筆
、
単
色
と
彩
色
、
画
風
や
巧
拙
と
い
っ

た
要
素
を
排
除
し
て
も
、
構
図
で
は
描
く
角
度
や
視
点
が
変
わ
り
、
一
割
以
上
で
左

右
が
逆
転
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
構
図
以
外
で
も
、
主
人
公
達
の
顔
の
向
き
や

立
つ
か
座
る
か
、
従
者
や
侍
女
た
ち
の
配
置
や
人
数
、
建
物
の
構
造
や
、
主
要
と
な

る
小
道
具
の
有
無
と
い
っ
た
箇
所
も
明
暦
三
年
版
と
異
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
同
一
筆
者
と
覚
し
き
バ
イ
エ
ル
ン
本
と
石
山
寺
本
の
間
で
さ
え
も
、

『
源
氏
小
鏡
』
の
各
帖
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。
屛
風
や
襖
の
絵
、
装
束
の
文

様
や
彩
色
、
背
景
の
遣
り
水
や
草
木
の
よ
う
な
細
部
を
除
外
し
て
も
、
石
山
寺
本

「
少
女
」
で
少
女
が
捧
げ
持
つ
箱
の
中
味
を
紅
葉
か
ら
松
に
し
て
返
礼
の
場
面
に
変

え
た
こ
と
を
は
じ
め
、
構
図
や
視
角
・
主
人
公
の
向
き
・
脇
役
の
人
物
の
数
や
配
置

な
ど
、
五
四
場
面
の
九
割
近
く
に
差
異
が
あ
る
。

　

も
と
よ
り
こ
れ
ら
奈
良
絵
本
の
制
作
当
時
の
様
子
は
未
だ
判
明
せ
ず
、
明
暦
三
年

版
『
源
氏
小
鏡
』
の
参
照
さ
れ
方
も
具
体
的
に
は
確
認
で
き
な
）
22
（

い
。
し
か
し
、
版
本

挿
絵
や
バ
イ
エ
ル
ン
本
と
石
山
寺
本
の
間
の
多
様
な
相
違
は
、
こ
の
二
組
の
奈
良
絵

本
の
絵
師
が
、
挿
絵
の
「
目
安
」
と
な
る
挿
絵
入
り
版
本
か
ら
ど
れ
だ
け
離
れ
て
描

け
る
か
と
い
う
、
絵
師
の
技
量
の
幅
広
さ
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
絵

師
が
明
星
本
『
新
曲
』
の
挿
絵
を
創
る
上
に
、
寄
与
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
意
向
が
注
文
主
か
草
子
屋
か
、
絵
師
の
発
想
に
よ
る
も
の
か
は
判
ら
な
い
が
、

明
星
本
『
新
曲
』
の
挿
絵
は
、
枚
数
や
選
択
場
面
の
相
違
か
ら
見
て
、
先
行
す
る
寛

永
版
本
を
参
照
し
な
か
っ
た
と
思
し
い
。
そ
こ
で
絵
師
が
『
源
氏
物
語
』
を
下
敷
き

と
す
る
『
新
曲
』
に
、
自
分
が
得
意
と
す
る
『
源
氏
小
鏡
』
の
挿
絵
を
借
り
た
と
す

様
で
あ
っ
て
も
「
乙
女
」
で
は
紅
葉
を
贈
る
場
面
と
返
礼
の
場
面
と
い
う
よ
う
に
、

選
択
場
面
も
微
妙
に
違
い
、
併
行
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

双
方
と
も
奈
良
絵
本
の
内
で
も
相
当
上
質
な
作
例
で
あ
り
、
量
産
品
で
は
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
複
数
組
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、『
源
氏
小
鏡
』
は
こ
の
工
房
も
し
く

は
絵
師
が
得
意
と
す
る
題
材
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

明
星
本
『
新
曲
』
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
五
冊
本
『
源
氏
小
鏡
』
の
制
作
時
期
が
ど
の

よ
う
で
あ
っ
た
か
は
判
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
工
房
な
い
し
絵
師
本
人
に
、
近
似
す

る
場
面
を
持
つ
『
源
氏
小
鏡
』
の
挿
絵
を
描
い
た
経
験
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
明
星
本

『
新
曲
』
の
挿
絵
制
作
に
あ
た
り
、『
源
氏
小
鏡
』
各
帖
の
構
図
や
要
素
を
借
用
し
て

『
新
曲
』
の
挿
絵
を
構
成
し
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

吉
田
幸
一
に
よ
れ
ば
、
絵
入
本
『
源
氏
小
鏡
』
の
版
本
と
し
て
、
三
冊
本
で
明
暦

三
年
の
上
方
版
大
本
・
寛
文
六
年
の
上
方
版
小
本
・
鶴
屋
版
の
江
戸
版
大
本
・
須
原

屋
版
の
江
戸
版
小
本
が
あ
る
と
い
）
20
（
う
。
こ
れ
ら
の
版
本
が
二
組
の
五
冊
本
『
源
氏
小

鏡
』
に
先
行
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
奈
良
絵
本
の
場
面
選
択
や
図
様
に
参
照
さ

れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
吉
田
の
「『
絵
入
源
氏
小
鏡
』
諸
本
の
挿
絵
一
覧
表
」（
註
20
参

照
）、
お
よ
び
『
絵
入
本
源
氏
物
語
考
』
に
挙
げ
ら
れ
た
各
本
の
挿
絵
図
）
21
（

版
に
よ
っ

て
、
各
版
本
と
二
組
の
奈
良
絵
本
『
源
氏
小
鏡
』
の
挿
絵
の
場
面
選
択
を
比
較
し
た
。

二
組
の
奈
良
絵
本
で
選
択
さ
れ
た
場
面
は
、
上
方
版
大
本
と
そ
の
袖
珍
本
に
あ
た
る

上
方
版
小
本
と
一
致
度
が
高
く
、
特
に
上
方
版
大
本
と
は
、
や
や
異
な
る
「
柏
木
」

と
、
全
く
別
場
面
の
「
竹
河
」、
後
出
の
「
梅
枝
」
を
除
い
た
五
十
一
場
面
で
い
ず

れ
も
一
致
す
る
。
上
方
版
大
本
と
そ
の
先
行
作
品
と
い
う
承
応
版
『
絵
入
源
氏
』
で

選
択
場
面
が
一
致
す
る
箇
所
は
、
五
十
四
場
面
中
四
十
箇
所
と
さ
れ
る
こ
と
（
註
20

参
照
）
か
ら
見
て
も
、
こ
の
一
致
度
は
偶
然
と
言
い
が
た
い
。
二
組
の
奈
良
絵
本

『
源
氏
小
鏡
』
に
お
け
る
挿
絵
の
場
面
選
択
に
あ
た
っ
て
、
明
暦
三
年
の
上
方
版
大



【表 2】�明暦 3年版本と、バイエルン図書館本、三井寺本との『源氏小鏡』各場面の図様の相違	
（網がけは明暦本と選択場面の違うもの）（＋は人数が多いもの・－は少ないもの）（太字は同一筆者のバイエルン本と石山寺本の間の相違）

帖 明暦三年版で選択された場面 明暦 3年版とバイエルン本との差異 明暦三年版と石山寺本との差異

1 桐壺 高麗の相人、鴻臚館で源氏を占う 相人座って向き合う・牛車の向き・従者＋1 相人座って向き合う・牛車の向き・従者＋2

2 帚木 源氏たち若者、紀伊守邸に泊まる 源氏の向き・＋従者 1 女の部屋の位置・源氏の位置・＋女 1・＋従者 1

3 空蟬 空蟬たちの碁を見る源氏 女達の向き・小君の位置・源氏の向き・女房－1・牛車 女達の向き・小君の位置・源氏の向き・女房－1・牛車

4 夕顔 夕顔と歌を詠み交わす源氏 家の角度・女達の並び・牛車の角度・従者＋1 家の角度・女達の並び・牛車の角度・従者＋3

5 若紫 若紫を見初める源氏 尼に頭巾・従者の位置 尼に頭巾・従者の位置（バイエルン本とも違う）

6 末摘花 末摘花の琴を聞く源氏と頭中将 梅の位置 梅でなく桜

7 紅葉賀 源氏と頭中将、青海波を舞う 楽人＋2・見物人達でなく公卿 3 楽人＋2・見物人達でなく公卿 3

8 花宴 源氏、扇をかざした朧月夜を見る 廊下の形状・源氏室外・朧月夜後ろ姿 廊下の形状・源氏室外・朧月夜手前向き

9 葵 葵上と六条御息所の車争い 手前の牛車全容（向き逆）・従者＋6・見物人－5 手前の牛車全容見せる・＋従者 6・見物人－5

10 賢木 野宮の鳥居前の源氏一行 鳥居の位置違う・背後の堂なし 鳥居の位置違う・背後の堂なし

11 花散里 花散里と時鳥を聴く源氏 侍女 1 源氏座る

12 須磨 茅屋の縁先に立つ源氏 茅屋向き逆で平坦・源氏座って後ろ向き・背後海 源氏後ろ姿・従者こちら向き

13 明石 海辺を通る馬上の源氏と一行 源氏一行向き逆・従者＋1 源氏顔見せる・一行向き逆・従者＋1

14 澪標 鳥居前の源氏一行と遠くに船 従者－6・牛車－1　 従者－4

15 蓬生 荒れた屋敷の庭に入る源氏一行 築地でなく木の柵崩れる・先頭の従者の向き 蔀戸や縁に破れ・先頭の従者の向き

16 関屋 関をはさむ源氏と空蟬の一行 手前の牛車逆向き・顔見えない・門なし・従者＋4 門なし・手のみ・旅人 3なし・従者＋3

17 絵合 御前での絵合 角度違う・正面に天皇・侍女＋4・公卿－2 角度違う・正面に天皇・侍女＋2・童子 2・公卿－3

18 松風 桂で獲物の小鳥を受取る源氏 毛氈＋2・従者＋1・重箱・鷹・小鳥なし 毛氈＋2・従者＋2・重箱・小鳥なし

19 薄雲 二条院で源氏にまつわりつく姫君 手前の部屋なし・侍女＋1 手前の部屋なし

20 朝顔 雪玉を作る少女達と、源氏と紫上 構図左右逆・中央の少女の向き 構図左右逆・中央の少女の向き

21 少女 秋のものの箱が紫上に贈られる 構図左右逆 少女の持つのは松（返礼の場面）

22 玉鬘 玉鬘一行の乗った船 手前に岸・帆に模様なし・男－4・女＋1 手前に岸・帆に模様なし・男－7・女＋2

23 初音 母の贈物を見る姫君と源氏 贈り物なし・硯・紙を持つ姫君・侍女＋3 構図逆・硯・紙を持つ姫君・＋侍女 2

24 胡蝶 船楽とそれ見る見物人たち 竜頭と鷁首が逆・楽人－2・仕丁－1・見物人縁上・男 2 竜頭と鷁首が逆・楽人－1・見物人縁上－1

25 蛍 源氏と玉鬘を見る蛍兵部卿宮 源氏直衣着用

26 常夏 釣殿で調理を見つつ語る源氏たち 公卿＋1・公卿達の位置・料理人の位置 公卿達の位置・料理人の位置

27 篝火 源氏、玉鬘と琴を枕に歌を詠む 構図左右逆 篝火と仕丁のみ左右逆

28 野分 源氏、明石の上の琴を聴く 源氏外向き・侍女＋1 源氏こちら向き

29 行幸 源氏、天皇から雉を下賜される 構図左右逆・従者＋3・鷹 構図角度違う・従者＋3・鷹

30 藤袴 夕霧が源氏の使いで玉鬘を訪ねる 侍女－1 侍女＋1

31 真木柱 髭黒に火取の灰を浴びせる北の方 部屋の角度違う 部屋の角度違う

32 梅枝 源氏へ少女が薫物を届ける （薫物合か）薫物が中央に置かれる・文読む・公卿ら＋5（薫物合か）薫物が中央に置かれる・文読む・公卿ら＋2

33 藤裏葉 道行く牛車 2（太上天皇の行幸か）牛車－1・従者－7 牛車－1・従者－7

34 若菜上 三宮、蹴鞠をする柏木に見られる 構図外から・三宮顔見える・公卿－1 構図バイエルンと左右逆・三宮顔見える・公卿－1

35 若菜下 猫を撫でる柏木 侍女＋1 構図バイエルンと左右逆・侍女＋1

36 柏木 病床の柏木と見舞の夕霧 夕霧の見舞部分なし・柏木硯箱前にする 夕霧の見舞部分なし・柏木の前に硯と文・隣室に童子 2

37 横笛 筍を中に薫と三宮と、源氏 部屋の奥に仏壇・源氏と三宮左右逆・薫の位置違う 部屋の背後に仏壇

38 鈴虫 鈴虫を聴く三宮と源氏 左右逆・侍女＋1 三宮後ろ姿・硯箱なし・侍女＋1

39 夕霧 落葉の宮を訪れる夕霧 左右逆・夕霧室外・従者 2 夕霧室外・落葉の宮手前向き

40 御法 紫上の法華経供養の法会 公卿＋1 僧＋1・公卿－1

41 幻 導師に酒を賜う源氏 童子＋1・従者＋2 童子 1・手前の部屋に従者＋4

42 匂宮 菊の香をかぐ若者 硯などなし 硯などなし・童子は室内

43 紅梅 文を書く按察大納言 文を読む按察大納言 構図バイエルンと左右逆・童子は室内

44 竹河 冷泉院の庭の薫と藤侍従 囲碁をする娘 2人を見る蔵人の少将 囲碁をする娘 2人を見る蔵人の少将

45 橋姫 宇治橋と馬上の薫一行 従者＋1 従者＋1

46 椎本 山人に返礼する宇治の姫君 構図左右逆 山人－1

47 総角 匂宮一行の船遊びを見る姫君たち 船の人＋3　姫君 1こちら向き 船－1・船の人－6・姫君 1・侍女 1こちら向き

48 早蕨 届いた蕨を見る宇治の中君 構図左右逆・中君こちら向き 中君こちら向き・侍女後ろ姿

49 宿木 碁に勝ち天皇から菊を賜う薫 構図左右逆

50 東屋 薫が浮舟を牛車に乗せるところ 構図左右逆・通行人なし・従者＋2 通行人なし・従者＋4

51 浮舟 船中の匂宮と浮舟 宇治橋なし 宇治橋なし・船頭＋1

52 蜻蛉 室内から時鳥を聴く薫 時鳥なし 構図左右逆・薫座る・時鳥なし

53 手習 机の前の浮舟と農夫たち 農夫－2

54 夢浮橋 小君の届けた手紙を読む浮舟 浮舟こちら向き・手に手紙を取る・小君後ろ姿・侍女＋1 浮舟こちら向き・小君後ろ姿・侍女＋2 44
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図 14　バイエルン州立図
書 館　所 蔵『源 氏 小
鏡』「須磨」

図 13　明星大学図書館
所蔵　奈良絵本『新
曲』第 5図

図 12　石山寺所蔵　奈
良絵本『源氏小鏡』
「花宴」

図 11　明星大学図書館
所蔵　奈良絵本『新
曲』第 3図

図 9　明星大学図書館所蔵　
奈良絵本『新曲』第 2
図

図 10　バイエルン州立図
書館所蔵　『源氏小鏡』
「末摘花」

図 7　明星大学図書館所蔵　
奈良絵本『新曲』第 1図

図 8　石山寺所蔵　奈良絵
本『源氏小鏡』「梅枝」

45

奈
良
絵
本
『
新
曲
』
挿
絵
の
制
作
過
程
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子

　

三
図
目
の
立
ち
上
が
っ
た
女
の

部
屋
に
縁
か
ら
宮
が
入
ろ
う
と
す

る
図
様
（
図
11
）
は
、
そ
の
後
の

進
展
と
と
も
に
、「
花
宴
」
の
朧

月
夜
と
源
氏
が
出
会
う
場
面
（
図

12
）
を
思
わ
せ
る
。

　

ま
た
、
第
五
図
の
配
流
先
で
手

紙
を
書
く
宮
の
茅
屋
の
構
図
や
形

状
（
図
13
）
は
、『
源
氏
小
鏡
』

の
バ
イ
エ
ル
ン
本
「
須
磨
」（
図

14
）
に
近
い
。

　

第
四
図
の
泣
く
女
と
縁
先
に
控

え
る
男
と
、
第
六
図
の
女
に
男
が

文
を
届
け
る
場
面
（
図
6
参
照
）

は
、『
源
氏
小
鏡
』
に
類
似
例
を

見
出
せ
な
い
。
第
四
図
の
男
の
服

装
は
直
垂
に
侍
烏
帽
子
で
あ
り
、

『
源
氏
物
語
』
よ
り
時
代
の
下
る

軍
記
物
の
奈
良
絵
本
か
ら
の
引
用

の
可
能
性
を
考
え
た
い
。
例
え
ば

真
田
宝
物
館
所
蔵
『
平
家
物
語
』

で
は
「
内
裏
女
房
」（
二
）
や

「
維
盛
北
方
出
）
24
（
家
」
の
図
様
が
近

似
し
、
ま
た
『
新
曲
』
と
極
め
て

近
い
作
風
の
絵
師
に
よ
る
類
似
の

れ
ば
、
ど
の
箇
所
が
転
用
さ
れ
た

の
か
。

　

一
図
目
の
絵
合
（
図
7
）
は
、

『
源
氏
物
語
』
に
同
名
の
帖
が
あ

る
が
『
源
氏
小
鏡
』
に
描
か
れ
た

場
面
は
御
前
で
の
大
が
か
り
な
絵

合
な
の
で
、『
新
曲
』
の
私
的
な

関
白
家
の
絵
合
に
は
相
応
し
く
な

い
。
む
し
ろ
『
源
氏
小
鏡
』
の
明

暦
三
年
本
で
は
贈
物
の
到
着
場
面

で
あ
っ
た
も
の
を
、
奈
良
絵
本
で

は
公
卿
等
を
加
え
て
薫
物
合
の
場

面
に
変
え
た
「
梅
）
23
（
枝
」（
図
8
）

を
下
敷
き
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
図
目
の
琵
琶
を
弾
く
女
を
垣

間
見
る
場
面
（
図
9
）
は
、
本
文

で
は
き
っ
か
け
と
な
っ
た
源
氏
絵

の
内
容
も
含
め
て
「
橋
姫
」
帖
の

大
君
と
中
君
の
場
面
を
下
敷
き
と

し
て
い
る
が
、『
源
氏
小
鏡
』
の
該

当
箇
所
は
い
ず
れ
も
宇
治
を
訪
れ

る
馬
上
の
薫
と
そ
の
一
行
を
描
い

て
い
る
の
で
。
参
照
さ
れ
た
の
は

む
し
ろ
、
琴
を
弾
く
「
末
摘
花
」

の
垣
間
見
（
図
10
）
で
は
な
い
か
。



図 18　明星大学図書館所蔵　奈良絵本
『新曲』第 8図

図 20　明星大学図書館所蔵　
奈良絵本『新曲』第 13図

図 19　石山寺所蔵　奈良　
絵本『源氏小鏡』「玉鬘」

図 17　真田宝物館所蔵　『平家物
語』「信連合戦」

図 16　明星大学図書館所
蔵　奈良絵本『新曲』
第 7図

図 15　国文学資料館所蔵
「保元平治物語奈良絵」
の一図
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引
用
元
も
意
味
も
判
ら
な
い
の
が
、
最
後
の
第
十
三
図
（
図
20
）
で
あ
る
。
檜
皮

葺
の
四
脚
門
の
前
に
二
台
の
牛
車
と
板
輿
ら
し
き
も
の
が
停
ま
り
、
従
者
や
童
子
、

白
張
ら
が
穏
や
か
に
語
り
合
い
な
が
ら
座
っ
て
い
る
。
物
語
か
ら
す
れ
ば
宮
と
探
し

　

第
八
図
の
松
浦
五
郎
や
女
を
乗
せ
て
帆
を
上
げ
た
船
の
場
面
（
図
18
）
は
、『
源

氏
小
鏡
』
の
「
玉
鬘
」
が
筑
紫
か
ら
戻
る
船
（
図
19
）
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。『
平

家
物
語
』
に
も
御
座
船
が
描
か
れ
る
が
、
船
に
乗
る
松
浦
五
郎
達
が
直
垂
姿
で
前
図

と
打
っ
て
変
わ
っ
て
穏
や
か
に
見
え
る
の
で
、
図
様
の
引
用
元
は
王
朝
物
で
あ
ろ
う
。

第
九
図
・
第
十
図
の
船
も
同
様
に
考

え
ら
れ
る
が
、
怨
霊
と
な
っ
て
海
上

に
現
れ
た
武
文
と
馬
（
図
5
参
照
）

は
動
き
が
な
く
、
苦
手
な
分
野
の
借

用
の
よ
う
で
あ
る
。
怨
霊
と
し
て
の

雷
神
は
『
平
家
物
語
』
等
に
も
登
場

す
る
が
、
こ
こ
で
そ
の
よ
う
な
図
様

は
用
い
ら
れ
な
い
。

　

第
十
一
図
で
島
に
流
れ
着
い
た
女

が
介
抱
さ
れ
る
茅
屋
は
、『
源
氏
小

鏡
』「
須
磨
」
の
構
図
を
角
度
を
変

え
て
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。
海
人
た

ち
の
着
衣
は
半
幅
の
袖
が
付
き
江
戸

初
期
風
に
見
え
る
。

　

第
十
二
図
の
宮
が
女
の
衣
を
見
て

泣
く
場
面
は
、『
源
氏
物
語
』
の
本

文
な
ら
ば
「
空
蟬
」
や
「
蜻
蛉
」
を

連
想
さ
せ
る
が
、『
源
氏
小
鏡
』
や

源
氏
絵
に
類
似
す
る
図
様
は
見
当
た

ら
な
い
。
別
の
箇
所
の
構
図
の
み
を

借
り
、
独
自
に
図
様
を
作
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

図
様
（
図
15
）
が
、「
保
元
平
治

物
語
奈
良
絵
」
の
一
枚
と
し
て
国

文
学
資
料
館
に
所
）
25
（
蔵
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　

第
七
図
（
図
16
）
の
人
物
部
分

は
、
こ
の
挿
絵
中
で
も
特
異
で
あ

る
。
宿
の
縁
先
で
孤
軍
奮
闘
す
る

武
文
と
、
開
い
た
門
か
ら
押
寄
せ

る
松
浦
五
郎
の
軍
勢
の
戦
い
を
描

く
が
、
双
方
と
も
顔
と
体
の
釣
り

合
い
が
著
し
く
悪
い
。
頭
は
異
様

に
大
き
く
、
特
に
鎧
を
着
た
体
は

こ
れ
に
比
し
て
貧
弱
で
あ
り
、
合

戦
を
描
き
慣
れ
な
い
絵
師
が
、
既

成
の
図
様
を
当
て
嵌
め
て
描
い
た

情
況
を
思
わ
せ
る
。
参
照
元
の
図

様
と
し
て
、
例
え
ば
装
束
は
違
う

が
、
御
所
の
縁
先
で
独
り
で
敵
と

戦
う
『
平
家
物
語
』
の
「
信
連

合
）
26
（
戦
」（
図
17
）
な
ど
が
想
定
さ

れ
よ
う
。
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奈
良
絵
本
『
新
曲
』
挿
絵
の
制
作
過
程
を
考
え
る　
　
　

山
本
陽
子

て
呼
び
戻
さ
れ
た
女
の
再
会
に
あ
た
る
箇
所
だ
が
、
三
つ
の
乗
物
は
一
体
何
を
意
味

す
る
の
か
。

　

他
の
『
新
曲
』
挿
絵
に
見
る
よ
う
な
男
女
の
寄
り
添
う
姿
な
ら
ば
、『
源
氏
小
鏡
』

に
も
「
花
散
里
」
や
「
朝
顔
」
な
ど
借
用
し
う
る
類
例
に
事
欠
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。

四
脚
門
の
正
確
な
表
現
や
、
主
を
待
つ
従
者
た
ち
の
写
実
的
な
仕
草
は
、
源
氏
絵
の

よ
う
な
恋
物
語
の
絵
巻
や
奈
良
絵
本
の
平
家
物
語
と
は
異
な
る
、
説
話
絵
巻
か
合
戦

絵
巻
に
由
来
す
る
描
写
に
見
え
る
が
、
直
接
の
出
典
も
、
な
ぜ
こ
の
場
面
が
選
ば
れ

た
か
も
未
だ
解
明
で
き
な
い
。『
太
平
記
』
本
来
の
結
末
が
、
祝
言
性
の
強
い
『
新

曲
』
の
終
わ
り
方
と
は
違
い
一
宮
の
戦
死
で
あ
る
こ
と
に
因
っ
て
、
曖
昧
な
表
現
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

結

　

本
論
で
は
江
戸
時
代
初
期
の
『
新
曲
』
挿
絵
に
つ
い
て
、
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本

と
他
の
四
本
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
星
本
以
外
の
寛
文
七
年
松
會
版
・
奈

良
絵
本
の
井
田
架
蔵
本
・
奈
良
絵
本
の
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
本
の
い
ず
れ
の
挿
絵

も
、
場
面
数
は
寛
永
版
本
と
同
じ
十
一
場
面
で
あ
り
、
物
語
の
ほ
ぼ
同
じ
場
面
が
選

択
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
い
ず
れ
の
本
も
寛
永
版
本
を

そ
の
ま
ま
写
す
の
で
は
な
く
、
建
物
の
角
度
や
人
物
の
向
き
、
見
開
き
な
ど
、
い
ず

れ
も
明
ら
か
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　

本
論
で
は
、
こ
の
相
反
す
る
結
果
の
解
釈
と
し
て
、
先
行
し
多
量
に
出
回
っ
た
寛

永
版
本
が
、
絵
師
と
版
元
や
草
子
屋
の
間
で
、
挿
絵
と
本
文
と
を
別
個
に
制
作
し
、

後
で
適
切
な
箇
所
に
絵
を
差
し
入
れ
る
た
め
の
共
通
の
「
目
安
」
と
し
て
使
わ
れ
た

た
め
と
見
た
。
絵
師
は
枚
数
と
絵
を
挿
入
す
る
箇
所
の
物
語
内
容
を
寛
永
版
本
で
確

認
す
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
そ
の
図
様
に
拘
束
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

　

一
方
、
明
星
本
で
は
、
絵
の
枚
数
に
も
場
面
選
択
に
も
、
寛
永
版
本
の
影
響
は
見

出
せ
な
い
。
明
星
本
の
図
様
は
、『
新
曲
』
の
物
語
自
体
が
『
源
氏
物
語
』
を
下
敷

き
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恋
愛
場
面
は
明
星
本
と
同
じ
絵
師
に
よ
る
と
思
し
き
バ

イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館
本
や
石
山
寺
本
の
奈
良
絵
本
『
源
氏
小
鏡
』
の
図
様
か
ら
、

戦
闘
場
面
は
『
平
家
物
語
』
の
よ
う
な
合
戦
も
の
の
奈
良
絵
本
の
図
様
を
借
用
し
て

構
成
さ
れ
た
も
の
と
想
定
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
二
種
類
の
挿
絵
の
作
成
過
程
は
、『
新
曲
』
に
限
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
奈
良
絵
本
に
お
い
て
、
先
行
す
る
版
本
と
似
た
場
面
が
選
択
さ
れ
た
挿
絵
や
、

他
の
物
語
絵
と
似
た
図
様
を
持
つ
挿
）
27
（
絵
が
存
在
す
る
理
由
と
し
て
、
こ
う
し
た
挿
絵

の
制
作
手
順
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）　http://ehon-em

aki.m
eisei-u.ac.jp/shinkyoku_top.htm

l

で
公
開
中

（
2
）　

柴
田
雅
生
「
明
星
大
学
本
『
ふ
ん
し
や
う
』『
新
曲
』
に
つ
い
て
」
明
星
大
学
平
成
二
二
年
度
特

別
研
究
費
（
共
同
研
究
助
成
費
）
研
究
成
果
報
告
書
『
明
星
大
学
蔵
絵
入
り
和
本
の
基
礎
的
研
究
と

Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
、
教
育
実
践
へ
の
応
用
』
三
二
〜
三
四
頁
、
二
〇
一
一
年

（
3
）　

山
本
陽
子
「
明
星
大
学
本
『
新　
　
　

曲
』
の
挿
絵
に
つ
い
て
」
明
星
大
学
平
成
二
二
年
度
特
別

研
究
費
（
共
同
研
究
助
成
費
）
研
究
成
果
報
告
書
『
明
星
大
学
蔵
絵
入
り
和
本
の
基
礎
的
研
究
と
Ｗ

Ｅ
Ｂ
公
開
、
教
育
実
践
へ
の
応
用
』
二
七
〜
三
〇
頁
、
二
〇
一
一
年

（
4
）　

な
お
、
京
都
国
立
博
物
館
「
平
成
二
一
年
度
購
入
文
化
財
一
覧
」
に
は
、
同
館
購
入
の
絵
巻
と
し

て
「
新
曲
」
絵
巻
二
巻
（
一
八
世
紀　

紙
本
著
色
）
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
画
像
は
未
だ
一
部
分
し
か

公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
一
覧
に
は
『
新
曲
』
の
類
品
と
し
て
後
出
の
明
星
本
・
井
田
本
の

他
に
、
臨
川
書
店
の
『
日
本
書
古
書
目
録
』
八
九
所
載
横
型
三
冊
本
、
京
都
・
個
人
蔵
改
装
絵
巻
本

二
巻
、
桃
山
時
代
に
遡
る
絵
巻
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
各
作
品
の
全
挿
図
の
図
版
が
得
ら
れ
な

い
た
め
、
こ
こ
で
は
比
較
対
照
か
ら
外
し
た
。

（
5
）　

国
立
公
文
書
館
所
蔵　

内
閣
文
庫
『
舞
の
本
』
所
蔵
番
号
二
〇
四
―
〇
〇
一
八
小
番
号
一
二
、
た

だ
し
同
書
誌
で
は
明
暦
二
年
刊
と
す
る
。
本
論
文
の
図
版
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
五
九
「
舞

の
本
」（
岩
波
書
店　

一
九
九
四
年
）
を
使
用
。
な
お
寛
永
版
本
と
し
て
は
、
他
に
東
京
大
学
総
合

図
書
館
蔵
霞
亭
文
庫
本
（
寛
永
頃　

影
印
版
）
が
「
電
子
版
霞
亭
文
庫
」
の
一
本
と
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公

開
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵　

古
典
籍　

所
蔵
番
号　

京
乙-221　

古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttp://
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挿
入
箇
所
を
申
し
合
わ
せ
る
必
要
が
無
く
、
そ
の
意
味
で
は
制
作
に
お
い
て
先
行
す
る
挿
絵
入
り
版

本
の
必
要
性
は
薄
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
23
）　

石
山
寺
本
解
説
（
註
19
）
で
は
贈
り
物
の
到
来
と
見
る
が
、
他
に
複
数
の
公
卿
が
列
席
し
て
い
る

こ
と
、
蛍
兵
部
卿
の
宮
が
源
氏
と
並
び
、
手
に
し
た
紙
を
読
み
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
薫
物
合
わ
せ
の

判
者
を
し
て
い
る
場
面
と
解
せ
る
。

（
24
）　

真
田
宝
物
館
所
蔵
三
十
巻
本
『
平
家
物
語
』（
小
林
一
郎
・
小
林
玲
子
「
絵
で
読
む
平
家
物
語
第

一
九
回
」『
長
野
』
第
二
一
二
号
・
二
一
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
カ
ラ
ー
頁
一
九
六
図
・
二
〇
九
図
、

参
照
）

（
25
）　

国
文
学
資
料
館
所
蔵
「
保
元
平
治
物
語
奈
良
絵
」
二
一
枚
の
う
ち
（
請
求
記
号　

ユ
三
―
四
五
）

同
館
「
所
蔵
資
料
紹
介
」https://w

w
w
.nijl.ac.jp/pages/articles/200410/

に
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
。

（
26
）　

真
田
宝
物
館
所
蔵
三
十
巻
本
『
平
家
物
語
』（
小
林
一
郎
・
小
林
玲
子
「
絵
で
読
む
平
家
物
語
第

一
九
回
」『
長
野
』
第
一
九
九
号　

一
九
九
八
年　

カ
ラ
ー
頁
七
七
図
参
照
）

（
27
）　

版
本
『
源
氏
小
鏡
』
の
挿
絵
中
に
『
伊
勢
物
語
』
に
基
づ
い
た
図
様
が
存
在
す
る
こ
と
、
源
氏
絵

と
他
の
物
語
絵
と
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
岩
坪
健
が
指
摘
し
て
い
る
（「
整
版
『
源
氏
小
鏡
』

（
神
戸
親
和
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵　

解
題
・
翻
刻
）
―
付
、『
源
氏
小
鏡
』
の
挿
し
絵
―
」『
親

和
國
文
』
三
六
号 

二
〇
〇
一
年
）

【
追
記
】

　

本
稿
提
出
後
、
佐
野
み
ど
り
の
論
文
「
扇
面
画
に
お
け
る
伝
統
と
創
造
―
Ｙ
家

蔵
・
幸
若
舞
曲
等
扇
面
画
帖
の
場
合
―
」（『
風
流
・
造
形
・
物
語　

日
本
美
術
の
構

造
と
様
態
』
ス
カ
イ
ド
ア　

一
九
九
七
年
）
に
よ
り
、
Ｙ
家
蔵
幸
若
舞
曲
等
扇
面
画

帖
に
、『
新
曲
』
を
題
材
と
す
る
一
連
の
作
品
が
三
十
面
な
い
し
三
十
一
面
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
本
稿
で
扱
っ
た
作
例
と
同
様
に
江
戸
時
代
前
期
の
作
例
で
、

物
語
の
各
場
面
を
順
次
描
い
た
も
の
な
が
ら
、
文
章
を
伴
わ
な
い
扇
面
で
あ
り
、
場

面
数
が
著
し
く
多
く
、
当
時
の
主
流
で
あ
る
狩
野
派
の
作
と
覚
し
い
こ
と
か
ら
、
絵

入
り
本
の
『
新
曲
』
挿
絵
と
の
安
易
な
比
較
は
難
し
い
。

　

た
だ
し
こ
の
扇
面
画
で
は
、
宮
の
恋
や
女
の
災
難
に
多
く
の
場
面
が
割
か
れ
る
一

方
で
、
宮
の
帰
還
や
再
会
は
、
宮
の
帰
還
ら
し
き
一
場
面
し
か
な
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
星
本
『
新
曲
』
に
二
人
の
再
会
場
面
が
な
く
、
牛
車
と
板
輿

が
描
か
れ
た
門
前
の
一
場
面
の
み
で
あ
る
こ
と
の
類
例
と
な
り
得
る
か
と
思
わ
れ
る
。

dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2534212

で
公
開

（
7
）　

工
藤
早
弓
『
奈
良
絵
本　

上
』
図
版
一
三
八
〜
一
四
六
頁
・
書
誌
二
五
一
〜
二
五
二
頁　

京
都
書

院
刊　

一
九
九
七
年

（
8
）　

石
川
透
／
星
瑞
穂
『
舞
の
本
を
よ
む　

武
将
が
愛
し
た
舞
の
世
界
の
物
語
』
解
説
・
図
版
二
一
一

〜
二
一
八
頁　

三
弥
井
書
店　

二
〇
一
四
年

（
9
）　

石
川
透　

解
説
「
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
『
奈
良
絵
本　

舞
の
本
』
に
つ
い
て
」『
舞
の
本
を

よ
む　

武
将
が
愛
し
た
舞
の
世
界
の
物
語
』
二
一
九
〜
二
二
六
頁　

三
弥
井
書
店　

二
〇
一
四
年

（
10
）　

麻
原
美
子
他
「
解
説
」『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
五
九
「
舞
の
本
」
五
八
九
〜
六
一
九
頁　

岩

波
書
店　

一
九
九
四
年

（
11
）　

星
瑞
穂
「
奈
良
絵
本
『
舞
の
本
』
と
版
本
の
挿
絵
の
関
係
性
」『
舞
の
本
を
よ
む　

武
将
が
愛
し

た
舞
の
世
界
の
物
語
』
二
二
七
〜
二
五
二
頁　

三
弥
井
書
店　

二
〇
一
四
年

（
12
）　

本
文
に
「
こ
の
島
と
申
は
、
釣
す
る
海
士
の
家
な
ら
で
は
住
む
人
も
な
き
」
と
あ
る
。

（
13
）　

た
だ
し
海
の
見
え
る
杜
本
で
は
、
後
者
は
海
士
に
正
し
く
描
か
れ
て
い
る
。

（
14
）　

見
開
き
の
絵
を
入
れ
る
場
合
は
、
そ
の
箇
所
も
こ
の
時
に
決
め
て
置
く
の
で
あ
ろ
う
。

（
15
）　

山
本
陽
子
「
明
星
大
学
本
『
徒
然
草
』
の
挿
絵
に
つ
い
て
」
明
星
大
学
平
成
二
二
年
度
特
別
研
究

費
（
共
同
研
究
助
成
費
）
研
究
成
果
報
告
書
『
明
星
大
学
蔵
絵
入
り
和
本
の
基
礎
的
研
究
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

公
開
、
教
育
実
践
へ
の
応
用
』
三
六
〜
四
四
頁　

二
〇
一
一
年
、

（
16
）　

赤
澤
真
理
「
江
戸
前
期
に
お
け
る
寝
殿
造
り
へ
の
憧
憬
と
理
解
―
住
吉
派
物
語
絵
に
み
る
住
宅

観
」『
講
座　

源
氏
物
語
研
究
【
第
十
巻
】
源
氏
物
語
と
美
術
の
世
界
』
二
三
四
〜
二
六
五
頁　

お

う
ふ
う　

二
〇
〇
八
年

（
17
）　

例
え
ば
奈
良
教
育
大
学
図
書
館
「
奈
良
絵
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」『
し
ぐ
れ
』（
下
巻
がhttp://

w
w
w
.nara-edu.ac.jp/LIB/collection/nara-ehon/ehon.htm

に
お
い
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
さ
れ
て

い
る
）

（
18
）　

バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館
所
蔵　

Genji 
K
okogam

i

の
名
で
カ
ラ
ー
図
版
がhttp://daten.

digitale-sam
m
lungen.de/0001/bsb00014491/im

ages/

以
下
に
お
い
て
全
頁
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開

さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　

二
〇
〇
九
年
三
月
に
新
聞
発
表
さ
れ
展
示
も
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
一
年
、
挿
絵
の
全
図
版

を
複
製
し
て
解
説
を
添
え
た
『
石
山
本
源
氏
小
鏡
―
絵
で
読
む
五
十
四
帖
―
』
が
石
山
寺
よ
り
発
行

さ
れ
た
。
図
版
は
カ
ラ
ー
印
刷
で
あ
る
が
、
絵
の
上
下
左
右
が
や
や
切
り
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

（
20
）　

吉
田
幸
一
「『
絵
入
源
氏
小
鏡
』
考
」『
日
本
書
誌
学
大
系　

五
三　

絵
入
本
源
氏
物
語
考
』「
上

（
本
編
）」
三
二
三
〜
三
九
二
頁　

青
裳
堂
書
店　

一
九
八
七
年

（
21
）　

吉
田
幸
一
『
日
本
書
誌
学
大
系　

五
三　

絵
入
本
源
氏
物
語
考
』「
中
（
図
録　

一
）」「
下
（
図

録　

二
）」
青
裳
堂
書
店　

一
九
八
七
年

（
22
）　
『
源
氏
小
鏡
』
で
は
挿
絵
は
一
帖
に
一
図
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、『
新
曲
』
の
よ
う
に
は


